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次  第 

１ 開会 

２ 委員長あいさつ 

３ 議題 

 (1) 忠類地域の今後の課題について  

４ 閉会 

会議概要 

１ 開会 

２ 委員長あいさつ 

３ 議題 

(1) 忠類地域の今後の課題について  

第２回の住民会議において出された「忠類地域の今後の課題」から、３つ

の課題について各委員から次のとおり意見があった。 

①イベントのあり方について 

○現在行っている各種イベントの見直しについて 

・イベントは地域住民が楽しみにしているもので、統合や整理は難しい。 

・イベントのマンネリ化を改善する必要があるが、その為に目的をはっ

きりさせテーマを掲げてみてはどうか。 

・６月中旬から７月にかけて農作業が一時空く時期をねらってイベント

を展開すれば人が呼べる。 

○自主的なイベントや競技を忠類地域に誘致することについて 

 ・危険がないものであれば、受け入れることによって地域の活性化につ

ながるのではないか。 

 ・騒音等が心配されるイベントについては、地域の方の十分な理解が必

要ではないか。 

②魅力ある公園遊具について 

○ナウマン公園の遊具について、安全基準の改正に伴い縮小又は撤去され

たが、子供たちの遊ぶ場のためにどうするべきか。 

 ・ナウマン公園の特徴に水で遊べることがあるので、水質改善したり水

辺で遊べる遊具を設置して、水をテーマにした公園にしてはどうか。 

 ・水を飲みに来たナウマン象をイメージした像があると面白い。 

 ・子どもの遊び場なので、子どもや親の意見を聞いてみるのが大事では

ないか。 

③生涯学習活動の先進事例について 

○放課後や土曜日に、５教科の学習活動や生涯学習活動の充実を地域で図

れないか。 

 ・子どもたちが学べる選択肢を広げてあげる体制づくりは必要だと思う。 

 ・忠類の歴史をまとめて、子どもたちに伝える授業も地域教育に必要。 

 ・地域の人が教えるとなると人材的に教えられる内容は限られ、また、

子どもたちも少年団活動等に時間を割かれているので、両立できる工

夫が必要である。 

 ・町全体で行わないと難しい面がある。 

４ 閉会 

 


